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  例 1 毎回の授業前に事前学習用宿題を提示し，授業においてそれらの確認を行っている。









2014年 9 月 8 日に東京都市大で開催された教育改善研究会
に出席しましたのでその報告をいたします。今年のテーマは
「都市大の教育 これから」で，東京都市大 6学部それぞれ
の特色を活かした教育をいかに進めるかについて，北澤宏一
学長の基調提案を片田敏行副学長が説明することから始まり
ました。その後，各学部長のポリシー説明，休憩を挟んでパ
ネルディスカッションと進められました。研究会終了後に，
都市大の岩崎敬道先生，江原由泰先生，野中謙一郎先生と昼
食をとりながら 1時間ほど意見交換をしてきました。今年の
テーマは都市大における教育諸問題に対する研究会のように
感じられますが，本学とも共通の問題などもあり大変参考に
なる研究会でしたので，基調提案の内容を中心に簡単にご報
告します。
基調提案の主な内容は「留学と英語教育」，「教育の質保証」，
「本学による付加価値の付与」，「問題を抱えた学生」，「満足
度調査」，「研究活動」でした。
その中で都市大は伝統的に授業や卒業研究に対する評価が
高いが，授業科目は能動学修できる科目，基本的な学力を付
ける科目を重視した上で科目体系を創り直し，むしろ授業コ
マ数は減らしてはどうかという提案がされていました。また
教員も指導に熱心であるが，学生に強い指導をするあまり，
それに耐えられなくなることもあり，学生個々に対応した教
育指導が必要性であるとのことでした。
都市大が第一志望ではなかった学生に対しても，入学後は
大学で何かを見つけ熱意，夢を持って社会に出て行けるよう
な教育をする，「一隅を照らすことのできる人物」を輩出す
ることが教育機関としての使命であると副学長が仰っていま
した。
また学長が退学届の理由書に目を通して退学の理由から大
学の改善につなげようとしているなど，問題を抱えた学生か
ら大学の在り方を考えている，とのことでした。退学者の増
減数だけを見るのではなく，個々の学生がかかえる問題に対
して丁寧に対応していると感じました。
教育改善研究会では「実践教育」がキーワードとして出て
きました。実験・実習，インターンシップはもちろん，課外
活動やボランティア活動までも含め，社会との接点を増やし，
大学での教育と社会への対応を意識できるようにし学生の付
加価値を高めるよう努めているようです。また卒業生の多く
が企業の部長クラスの中堅管理職，まとめ役としてどのよう
に活躍しているのか具体的像を意識させることが学修に対す
る動機付けになっています。
パネルディスカッションでは，チームワーク力について単
にグループで問題解決に向き合うのではなく，学科・学部横
断的な異分野と組んで取り組むことがチームワークであると
の意見があり，他学科と取り組めるような 6学部共通科目の
創設が提案されていました。
都市大でも岩崎先生を中心に本学の教育ワークショップと
同様の取り組みをされており，教育改善研究会だけではなく，
将来的にはワークショップへの参加も望んでいるとのことで
す。今年は本学教育ワークショップと都市大の教育改善研究
会の両方に参加し，両大学教員相互の情報交換と交流が深ま
ることでより一層の教育改善に繋がると感じました。
東京都市大の岩崎先生，江原先生，野中先生と
研究会風景
東京都市大で開催された教育改善研究会への参加報告
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